



萩原朔太郎 「詩集　月に吠える」 初版 （削除版） 3 冊
（感情詩社 ・ 白日社出版部， 大正 6 年 [1917]， 20 × 14cm， 請求記号 ： ①今井卓爾文庫 （文庫 3A） 659
②衣笠詩文庫 （文庫 3） 2458　③衣笠詩文庫 （文庫 3） 2459）
　早稲田大学図書館の今井卓爾文庫、衣笠詩文庫より、萩原朔太郎の処女詩集『月に吠える』の初版を取り上げる。
両文庫は、いずれも日本近代詩の一次資料として、質・量ともに国内有数のコレクションである 1）。


























4） 大正 10年『日本詩人』創刊、大正 11年『現代詩人叢書』刊行開始。朔太郎も『月に吠える』再版の翌年に、第二詩集『青猫』およ
び第三詩集『蝶を夢む』を新潮社より刊行している。
5） 牧義之「萩原朔太郎『月に吠える』の内閲と削除」『伏字の文化史』（森話社 , 2014年）、川島幸希「『月に吠える』の論文」『日本古書通信』
2015年 2月号～ 3月号。
6）「詩集「月に吠える」について諸名家のことば」『感情』大正 6年 4月号など。
※文中の画像は今井卓爾文庫本。
